
　

第だ
い

　
　
５

第
だい

1 期
き

ほっかいどう障
しょう

がい福
ふくし

祉プラン　令
れいわ

和 6 年
ねんど

度～令
れいわ

和 11 年
ねんど

度

8181

第
だい

５　計
けいかく

画の推
すいしん

進管
か ん り

理

１　制
せいど

度の円
えんかつ

滑な推
すいしん

進

・　国
くに

及
およ

び市
しちょうそん

町村との連
れんけい

携のもとに、この計
けいかく

画の着
ちゃくじつ

実な推
すいしん

進により、障
しょうがいしゃ

害者総
そうごう

合支
し え ん

援法
ほう

や児
じど う

童福
ふく し

祉法
ほうとう

等に

基
もと

づく制
せい ど

度の円
えんかつ

滑な運
うんえい

営が図
はか

られるよう努
つと

めるとともに、市
しちょうそん

町村が作
さくせい

成した障
しょうがい

害福
ふ く し

祉計
けいかく

画等
とう

に基
もと

づき各
かく

市
しちょうそん

町村が主
しゅたいてき

体的、計
けいかく

画的
てき

にその推
すいしん

進を図
はか

ることができるよう障
しょう

がい福
ふく し

祉計
けいかく

画等
とう

圏
けんいき

域連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会を通
つう

じた

支
しえん

援に努
つと

めます。

・　障
しょう

がい福
ふく し

祉施
しさ く

策の立
りつあん

案及
およ

び推
すいしん

進に当
あ

たっては、障
しょう

がいのある人
ひと

の意
いけ ん

見の反
はんえい

映や、ニーズに配
はいりょ

慮するとと

もに、障
しょう

がい者
しゃ

団
だんたい

体等
とう

との協
きょうどう

働に努
つと

めます。

　　また、施
しさく

策の推
すいしん

進にあたっては、関
かんけい

係する協
きょうぎかい

議会や審
しんぎ

議会
かい

等
とう

との連
れんけい

携を図
はか

りながらその展
てんかい

開に努
つと

めます。

・　障
しょうがいしゃ

害者総
そうごう

合支
しえ ん

援法
ほう

や児
じど う

童福
ふく し

祉法
ほう

においては、計
けいかく

画に定
さだ

める事
じこ う

項について定
ていきてき

期的に調
ちょうさ

査、分
ぶんせき

析及
およ

び評
ひょうか

価を

行
おこな

い、必
ひつよう

要があると認
みと

めるときは、計
けいかく

画を変
へんこう

更することその他
た

の必
ひつよう

要な措
そ ち

置を講
こう

じることとされたことから、

P
ぴーでぃーしーえー

DCAサイクルを導
どうにゅう

入します。

２　計
けいかく

画の推
すいしん

進管
かん り

理

・　圏
けんいき

域ごとに設
せ っ ち

置している障
しょう

がい福
ふ く し

祉計
けいかく

画等
とう

圏
けんいき

域連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会において、各
かくねんど

年度のサービス供
きょうきゅうりょう

給量のほ

か、地
ちい き

域生
せいかつ

活への移
いこ う

行や一
いっぱん

般就
しゅうろう

労への移
いこ う

行などの成
せい か

果目
もくひょう

標の達
たっせい

成状
じょうきょう

況、「第
だい

４ 計
けいかく

画推
すいしん

進のための具
ぐたいてき

体的な

取
とりくみ

組」に関
かん

する推
すいしん

進上
じょう

の課
かだ い

題等
とう

について、分
ぶんせき

析、評
ひょうか

価し、わかりやすくその情
じょうほう

報を地
ちい き

域に提
ていきょう

供しながら、

意
いけんちょうしゅ

見聴取を行
おこな

うなどして、「北
ほっかいどう

海道障
しょう

がい者
しゃ

施
しさ く

策推
すいしん

進審
しん ぎ

議会
かい

」に、進
しんちょく

捗状
じょうきょう

況を報
ほうこく

告し、その意
いけんとう

見等を踏
ふ

まえ

て、計
けいかく

画の効
こうりつてき

率的な推
すいしん

進に努
つと

めます。

・　「地
ちい き

域生
せいかつ

活」を始
はじ

めた障
しょう

がいのある人
ひと

の生
せいかつ

活実
じったい

態やサービス利
りよ う

用希
きぼ う

望の実
じったい

態把
はあ く

握に努
つと

め、地
ちい き

域における

関
かんけい

係機
きか ん

関の連
れんけい

携体
たいせい

制強
きょうか

化や次
じ き

期計
けいかく

画への反
はんえい

映に努
つと

めます。

・　北
ほっかいどう

海道障
しょう

がい者
しゃ

条
じょうれい

例に基
もと

づく北
ほっかいどう

海道障
しょう

がい者
しゃ

が暮
く

らしやすい地
ちい き

域づくり推
すいしん

進本
ほん ぶ

部幹
かんじかい

事会の積
せっきょくてき

極的な活
かつよう

用

など、雇
こよう

用、教
きょういく

育、経
けいざい

済、建
けんせつ

設など関
かんれん

連する部
ぶきょく

局による横
おうだんてき

断的な施
しさく

策の検
けんとう

討を進
すす

めます。

・　計
けいかく

画に定
さだ

める事
じこう

項について、定
ていきてき

期的にその実
じっせき

績を把
はあく

握し、障
しょう

がい者
しゃ

施
しさ く

策や関
かんれん

連施
しさ く

策の動
どうこう

向も踏
ふ

まえながら、

計
けいかく

画の中
ちゅうかん

間評
ひょうか

価として分
ぶんせき

析・評
ひょうか

価を行
おこな

い、必
ひつよう

要がある場
ばあい

合は、計
けいかく

画の変
へんこう

更などの措
そ ち

置を行
おこな

うこととします。

　　また、評
ひょうか

価などについては、「北
ほっかいどう

海道障
しょう

がい者
しゃ

施
しさ く

策推
すいしん

進審
しん ぎ

議会
かい

」などにより行
おこな

うこととします。

図
ず

20　【P
ぴーでぃーしーえー

DCAサイクル】

計
けいかく

画（P
ぷ ら ん

lan） 目
もくひょう

標を設
せってい

定し、目
もくひょう

標達
たっせい

成に向
む

けた活
かつどう

動を立
りつあん

案する

実
じっこう

行（D
どぅ

o） 計
けいかく

画に基
もと

づき活
かつどう

動を実
じっこう

行する

評
ひょうか

価（C
ちぇっく

heck） 活
かつどう

動を実
じっし

施した結
けっか

果を把
はあく

握・分
ぶんせき

析し、考
こうさつ

察する（学
まな

ぶ）

改
かいぜん

善（A
あくと

ct） 考
こうさつ

察に基
もと

づき、計
けいかく

画の目
もくひょう

標、活
かつどう

動などを見
みなお

直しする

Plan
ぷ ら ん

Do
ど ぅ

Check
ち ぇ っ く

Act
あ く と

（PDCAサイクルイメージ）
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